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地方自治体における
データ・サイエンスの
導入について 三重大学教育学部教授

萩 原  克 幸

　

近
年
の
情
報
技
術
・
計
測
技
術
の
発
展

に
よ
り
、
様
々
な
分
野
で
、
ビ
ッ
グ
・
デ
ー

タ
の
利
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
ビ
ッ
グ
・

デ
ー
タ
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
デ
ー
タ
」
と

比
較
し
て
、
質
的
に
多
様
か
つ
量
的
に
大

規
模
で
あ
り
、
高
頻
度
で
（
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
）
ア
ク
セ
ス
可
能
な
デ
ー
タ
と
し
て

特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

医
療
分
野
で
の
画
像
を
含
む
診
断
情
報
や

遺
伝
子
情
報
、
自
然
科
学
分
野
で
の
位
置

情
報
や
気
象
情
報
、
経
済
分
野
で
の
販
売

記
録
情
報
、
電
子
商
取
引
情
報
お
よ
び
物

流
情
報
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
画
像
・

動
画
・
音
声
・
テ
キ
ス
ト
な
ど
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
情
報
な
ど
の
大
規
模
か
つ
多
様

な
デ
ー
タ
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
履
歴
や
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ア
プ
リ
に
代
表
さ
れ
る
個
人
の
情
報
や

様
々
な
場
所
に
設
置
さ
れ
た
ビ
デ
オ
・
カ

メ
ラ
映
像
も
ま
た
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
で
あ

る
。
こ
う
し
た
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
の
利
活

用
の
方
法
と
し
て
、
最
近
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ
ス
）
と

い
う
考
え
方
が
現
れ
た
。
そ
れ
は
、
計
測

機
器
・
セ
ン
サ
ー
な
ど
に
よ
り
収
集
さ
れ

た
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
で
収
集
し
、
ク
ラ
ウ
ド
上
な
ど
で
分

析
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
ユ
ー

ザ
（
あ
る
い
は
機
器
）
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
と
い
う
、
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
こ
う
し
た
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
の
収
集
・

処
理
・
分
析
に
至
る
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
計
測
機
器
な
ど
）、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

技
術
（
計
算
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
）
な

ど
の
基
幹
技
術
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
一
方
で
、
ビ
ッ

グ
・
デ
ー
タ
と
関
連
し
て
、「
人
工
知
能
」

と
い
う
言
葉
が
再
び
注
目
を
集
め
て
い

る
。
人
工
知
能
と
は
、
人
間
が
行
っ
て
い

る
知
的
情
報
処
理
を
実
現
す
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
に
、
高

度
な
認
識
・
推
論
を
行
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
こ
と
を
指
す
こ
と
も
多
い
。
現
在
、
人

工
知
能
は
、
画
像
・
音
声
が
係
わ
る
分
野

に
お
い
て
盛
ん
に
開
発
・
応
用
が
な
さ
れ

て
い
る
。
特
に
、
人
工
知
能
ブ
ー
ム
の
火

付
け
役
で
あ
る
デ
ィ
ー
プ
・
ニ
ュ
ー
ラ
ル

ネ
ッ
ト
は
人
工
知
能
を
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ

か
ら
自
動
的
に
構
成
で
き
る
技
術
で
あ

り
、
そ
の
応
用
が
本
格
的
に
広
が
っ
て
い

る
。

　

以
下
で
は
、
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
、
Ｉ
Ｏ

Ｔ
、
人
工
知
能
の
関
係
を
も
う
少
し
具
体

的
に
説
明
す
る
た
め
に
、
例
と
し
て
、
気

象
予
測
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
み
る
。
気
象

に
関
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
気
圧
、
気

温
、
湿
度
、
風
速
な
ど
観
測
地
点
の
地
図

情
報
を
含
め
た
数
値
デ
ー
タ
だ
け
で
な

く
、
衛
星
画
像
な
ど
も
利
用
で
き
る
た

め
、
質
的
な
多
様
性
を
も
つ
。
ま
た
、
莫

大
な
数
の
観
測
地
点
か
ら
、
時
々
刻
々
と

変
化
す
る
デ
ー
タ
が
計
測
さ
れ
る
た
め
、

規
模
の
点
に
お
い
て
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性

に
お
い
て
も
典
型
的
な
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ

で
あ
る
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

経
由
し
て
、
デ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
性
能
な

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
・
予
測
に

利
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
様
々
な
ユ
ー
ザ

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
れ
は
、
大
規
模
な
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
具
体

例
で
あ
る
と
言
え
る
。
農
業
・
漁
業
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
分
野
に
お
い
て
気
象

情
報
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
Ｉ

Ｏ
Ｔ
技
術
は
我
々
の
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

直
結
す
る
。
気
象
変
動
は
物
理
法
則
に
従

う
こ
と
か
ら
、
現
在
の
気
象
予
測
は
、
数

値
計
算
を
用
い
た
物
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
数
値
予
報
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
人
工
知
能
を
導
入
す
る

こ
と
を
考
え
る
。
い
ま
、
あ
る
時
点
に
お

い
て
計
測
あ
る
い
は
計
算
さ
れ
た
気
象
状

況
（
降
水
量
・
風
向
き
・
風
速
・
雲
の
位

置
情
報
や
衛
星
画
像
な
ど
）
を
入
力
と
し

て
、
そ
の
先
に
起
き
る
気
象
状
況
（
例
え

ば
、
降
水
量
な
ど
）
を
出
力
す
る
シ
ス
テ

ム
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
構
成
す
る
こ
と
を

考
え
る
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、過
去
の
デ
ー

タ
と
そ
の
後
の
デ
ー
タ
と
の
間
の
関
係
性

を
表
す
た
め
、
こ
れ
を
使
う
と
、
現
在
の

気
象
状
況
デ
ー
タ
を
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
入

力
す
る
こ
と
で
、
未
来
の
気
象
状
況
が
そ

の
シ
ス
テ
ム
の
出
力
と
し
て
得
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ

う
に
構
成
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
人
工

知
能
技
術
で
は
、
す
で
に
手
元
に
あ
る
過

去
の
デ
ー
タ
か
ら
、
あ
る
時
点
と
そ
の
後

の
時
点
で
の
デ
ー
タ
の
組
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
前
者
を
入
力
と
し
て
、
後
者
を
出

力
す
る
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
を
自
動
的
に

更
新
す
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
人
間
の
活

動
に
例
え
て
「
学
習
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
シ
ス
テ
ム
は
、
過
去
の
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
、
学
習
に
よ
り
、
気
象
の

時
間
変
動
（
過
去
と
未
来
の
関
係
）
を
自

ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
・

Ｉ
Ｏ
Ｔ
・
人
工
知
能

（一財）
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動
的
に
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
は
、
人
が
作
り
こ
ん

で
き
た
シ
ス
テ
ム
と
異
な
り
、
過
去
の
経

験
か
ら
気
象
状
況
の
時
間
変
化
を
自
動
的

に
学
習
し
、
未
来
に
つ
い
て
の
推
論
を
行

う
と
い
う
意
味
で
人
工
知
能
で
あ
る
と
言

え
る
。
こ
こ
で
、
強
調
し
た
い
こ
と
は
、

未
来
の
気
象
状
況
を
予
測
す
る
た
め
に

は
、
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
そ
の
関
係
性
を

シ
ス
テ
ム
に
獲
得
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
点
で
あ
る
（
す
な
わ
ち
、
人
工
知

能
を
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
構
成
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
）。
こ
の
た
め
、新
し
く
デ
ー

タ
を
観
測
す
れ
ば
、
そ
の
情
報
を
追
加
し

て
学
習
す
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
（
人
工

知
能
）
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
の
で
あ

る
。

　

ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
本
質
的

な
部
分
は
統
計
学
で
あ
る
。
統
計
学
の

歴
史
は
古
い
が
、
医
学
・
工
学
的
応
用

な
ど
で
扱
う
デ
ー
タ
の
多
様
化
に
伴
い

複
雑
な
手
法
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な

り
、
二
〇
〇
〇
年
頃
に
、
そ
の
理
論
・
開

発
お
よ
び
応
用
を
主
と
す
る
「
機
械
学

習
」
と
い
う
分
野
が
確
立
さ
れ
た
。
最
近

の
デ
ィ
ー
プ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
含
む
ビ
ッ

グ
・
デ
ー
タ
を
扱
う
手
法
は
こ
の
分
野
で

も
研
究
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で

は
、
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
の
分
析
方
法
の
理

論
と
応
用
を
扱
う
分
野
を
指
し
て
「
デ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
い
い
、
そ
れ
を
担

う
人
材
を
「
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
デ
ー
タ
・

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
は
、
社
会
的
背
景

を
考
え
れ
ば
、
統
計
学
・
機
械
学
習
の
方

法
を
的
確
に
利
用
し
、
あ
る
い
は
、
新
し

く
開
発
し
て
、
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
の
利

活
用
を
実
践
で

き
る
人
材
で
あ

る
。
当
然
、
そ

の
利
活
用
の
中

に
は
、Ｉ
Ｏ
Ｔ
、

さ
ら
に
は
、
人

工
知
能
の
構
成

も
含
ま
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、

も
っ
と
一
般
的

に
は
、
デ
ー
タ

分
析
・
処
理
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
予
測

の
理
論
と
応
用
を
担
う
人
材
で
あ
る
と
言

え
る
。
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
情
報
技

術
に
も
長
け
た
人
材
で
あ
る
必
要
が
あ

る
。

　

大
局
的
に
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス

の
目
的
は
問
題
解
決
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
知
見
を
見
出
す

だ
け
で
な
く
、
問
題
解
決
の
た
め
に
そ
の

知
見
を
活
か
す
こ
と
ま
で
が
重
要
な
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
二
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
る
。
一
つ
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
的
（
計
画
的
）
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
ま
ず
、
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め

に
必
要
な
デ
ー
タ
を
吟
味
し
、
収
集
し
、

分
析
し
、
問
題
解
決
・
改
善
に
つ
な
げ
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
目
的
を
達
成
す

る
。
た
だ
し
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、

問
題
解
決
・
改
善
の
段
階
で
十
分
な
成
果

が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
再
度
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
デ
ー
タ
の
吟
味
・
収
集
か
ら
同
じ

プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
も

う
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
的
（
発
見
的
）
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
す
で
に
得
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ

か
ら
、
統
計
学
・
機
械
学
習
の
様
々
な
方

法
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
に
潜
む

規
則
性
や
特
徴
的
な
性
質
を
見
つ
け
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
（
こ
れ
は
、
大
量
の

デ
ー
タ
に
埋
も
れ
た
規
則
性
の
発
見
を
鉱

物
の
採
掘
に
例
え
た
言
葉
で
あ
る
「
デ
ー

タ
・
マ
イ
ニ
ン
グ
」
に
対
応
す
る
）。
そ

う
し
た
分
析
か
ら
、
問
題
点
を
見
つ
け
、

解
決
・
改
善
の
方
策
を
立
て
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

も
、
分
析
が
進
む
こ
と
で
、
新
た
な
デ
ー

タ
を
収
集
・
追
加
し
て
、
分
析
を
深
め
る

必
要
が
あ
る
な
ど
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
移
行
す
る
形
を
と
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
逆
の
形
で
述

べ
れ
ば
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
ア
プ
ロ
ー
チ

で
は
問
題
あ
り
き
で
考
え
て
い
る
が
、
問

題
の
発
見
も
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的

ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
を
与
え

ら
れ
た
だ
け
で
は
、
有
用
な
知
見
を
見
つ

け
出
す
の
は
困
難
な
場
合
が
多
い
。
い
ず

れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
も
、
中
心
的

な
役
割
を
果
た
す
の
は
デ
ー
タ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
デ
ー
タ
の
背
景
を

熟
知
し
て
い
る
人
間
と
デ
ー
タ
の
分
析
方

法
を
熟
知
し
て
い
る
人
間
は
一
般
に
は
異

な
り
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は

後
者
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
は
、
デ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
り
問
題
の
解
決
を

図
る
場
合
、
問
題
を
も
つ
分
野
の
人
間
と

デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
不
可
欠
と
な

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
遺

伝
子
情
報
と
病
気
と
の
関
連
を
調
べ
る
際

に
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
あ

る
遺
伝
子
と
病
気
と
の
間
に
特
徴
的
な
関

係
が
あ
る
こ
と
を
デ
ー
タ
か
ら
つ
き
と
め

て
も
、
そ
の
定
性
的
な
妥
当
性
の
判
断
に

は
、
遺
伝
子
や
病
気
に
詳
し
い
専
門
家
の

知
見
が
必
要
と
な
る
。
あ
る
い
は
、
遺
伝

子
情
報
は
莫
大
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
知
識
が
乏
し
い
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
が
闇
雲
に
分
析
を
試
み
て
も

専
門
家
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
結
果
が
得

ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
く
、
予
め
専
門
家

の
知
見
に
よ
り
絞
り
込
ま
れ
た
遺
伝
子
情

報
を
利
用
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
分
析
が

で
き
る
場
合
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
こ

う
し
た
連
携
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
の

は
、
デ
ー
タ
の
提
供
者
が
デ
ー
タ
・
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
デ
ー
タ
を
丸
投
げ
す
る

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
何
か
が
見
つ
か

る
と
い
う
期
待
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
は
一
般
に
は
難
し
い
。
し
た

が
っ
て
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
お
い
て

は
、
問
題
解
決
を
図
り
た
い
分
野
の
専
門

家
も
デ
ー
タ
の
吟
味
・
分
析
へ
の
理
解
が

必
要
と
な
る
。
一
方
で
、
デ
ー
タ
・
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、
情
報
技
術

分
野
に
お
け
る
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
同
様
に
、
問
題
の
デ
ー
タ
化
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、デ
ー
タ
・

サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
る
問
題
解
決
に
お
い
て

は
、
両
者
の
歩
み
寄
り
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
必
要
性

の
高
ま
り
に
反
し
て
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
の
数
は
足
り
て
お
ら
ず
、
そ

の
確
保
が
国
家
的
な
戦
略
の
上
で
も
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
内
閣
府
に
よ
る

第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
は
、「
サ

イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
現
実
）
空

間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、 

経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を

両
立
す
る
、
人
間
中
心
の
社
会
」
と
し
て

定
義
さ
れ
る
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
５
．
０
（
超

ス
マ
ー
ト
社
会
）
の
実
現
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、「
Ｉ
Ｏ
Ｔ
が
普
及
し
、

そ
こ
で
得
ら
れ
る
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
を
、

人
工
知
能
の
実
現
を
含
め
て
、
デ
ー
タ
・

デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
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サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
り
利
活
用
す
る
社
会
」

で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
流
れ
は
世

界
的
な
も
の
で
あ
り
、
国
際
競
争
を
考
え

る
と
、
こ
れ
ら
の
新
技
術
の
進
歩
は
日
本

の
未
来
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
国
策
を
支
え
る
た

め
に
、
文
部
科
学
省
で
も
、
小
中
高
に
お

け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
、
高

等
学
校
に
お
け
る
統
計
教
育
の
充
実
、
大

学
に
お
け
る
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
育
成
事
業
な
ど
、
情
報
教
育
や
統
計
教

育
を
推
進
し
て
い
る
。
情
報
教
育
は
現
状

お
よ
び
将
来
を
見
据
え
た
教
育
と
し
て
重

要
な
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン

ス
に
は
情
報
技
術
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
育

成
に
は
、
統
計
教
育
と
情
報
教
育
が
必
要

と
な
る
。
実
は
、
最
近
ま
で
、
統
計
学
を

主
体
と
す
る
学
部
は
日
本
の
大
学
に
は
存

在
し
な
か
っ
た
が
、
近
年
、
い
く
つ
か
の

大
学
で
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
や
人
工
知

能
に
関
わ
る
学
部
が
創
設
さ
れ
、
多
く
の

大
学
で
そ
れ
に
関
わ
る
セ
ン
タ
ー
組
織
が

立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
統
計

学
会
に
お
い
て
も
、
近
年
、
統
計
学
に
つ

い
て
の
知
識
・
理
解
お
よ
び
実
践
力
の
標

準
化
と
人
材
育
成
の
た
め
に
、
統
計
検
定

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
自
治
体
と
い
う
単
位
で

の
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
導
入
も
検
討

さ
れ
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
組
織
に
お

け
る
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
デ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
組
織
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
デ
ー
タ
に
基
づ
き
行
う
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
に
限
ら

ず
、
一
般
企
業
に
も
当
て
は
ま
る
。
特

に
、
役
所
関
係
の
業
務
の
効
率
化
に
は
、

定
型
作
業
を
人
工
知
能
や
ル
ー
ル
・
ベ
ー

ス
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
行
う
ロ
ボ
テ
ィ
ッ

ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の

導
入
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
、
こ
の
試
み
は
具
体
化
し

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
自
治
体
の

業
務
に
は
住
民
へ
の
様
々
な
公
的
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
、
こ
う
し
た
業
務
は
定
型
作

業
と
な
ら
な
い
特
殊
な
も
の
も
多
い
。
こ

う
し
た
業
務
へ
の
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
自

治
体
が
担
う
べ
き
地
域
振
興
に
は
、
デ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
活
か
す
チ
ャ
ン
ス
が

多
く
あ
り
、
す
で
に
、
そ
れ
に
関
係
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
も
始
ま
っ
て
い
る
。
以
下
で

は
、
ま
ず
、
こ
の
方
向
で
、
三
重
県
に
適

し
た
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
普
及
の
可
能

性
を
探
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
行
政
の
役
割
を
考
え
る
。
ま

ず
、
最
初
に
述
べ
て
お
く
が
、
デ
ー
タ
・

サ
イ
エ
ン
ス
を
導
入
し
て
、
人
工
知
能
を

組
み
込
ん
だ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
構
築
す
る
こ
と

は
、
様
々
な
場
面
で
の
効
率
化
・
自
動
化

を
実
現
で
き
る
こ
と
か
ら
、
特
に
、
三
重

県
の
よ
う
な
人
口
減
少
の
問
題
が
深
刻
な

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
有
益
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
三
重
県
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
南
北
に
お
い
て
産
業
の
質

が
異
な
っ
て
い
る
。
北
部
で
は
、
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造
業
を
筆

頭
と
し
て
製
造
業
が
集
積
し
て
お
り
、
三

重
県
の
製
造
品
出
荷
額
は
国
内
有
数
で
あ

る
。
一
方
で
、
南
部
で
は
、
農
業
・
漁
業
・

林
業
お
よ
び
観
光
を
中
心
と
し
た
産
業
形

態
と
な
っ
て
い
る
。
製
造
業
は
Ｉ
Ｏ
Ｔ
と

相
性
が
良
い
た
め
、
そ
こ
に
人
工
知
能
を

導
入
し
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
試
み
は

容
易
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
は
、
工
場
に
導
入
さ
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
・
セ
ン
サ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か

ら
の
デ
ー
タ
の
収
集
が
容
易
で
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
生
じ
る
期
待
で
あ
っ
て
、
実

際
は
、
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
、
生
産
性
の
向
上

に
つ
な
げ
る
か
は
、
簡
単
な
問
題
で
は
な

い
。
こ
の
た
め
に
は
、上
述
し
た
よ
う
に
、

製
造
現
場
を
熟
知
す
る
人
材
と
デ
ー
タ
・

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
連
携
が
必
要
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
人
材
の
問
題
が
生
じ

る
。
三
重
県
北
部
の
規
模
の
大
き
い
企
業

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
人
材
を
抱
え
て
お

り
、
ま
た
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
を
雇
用
で
き
る
環
境
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
構
成
す

る
こ
と
で
問
題
の
発
見
か
ら
そ
の
解
決
に

至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
実
現
で
き
る
。

一
方
で
、
製
造
業
に
お
い
て
は
、
中
小
企

業
の
方
が
業
務
の
改
善
・
効
率
化
を
必
要

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、
デ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
も
そ

も
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
活
用
す
る
と

い
う
考
え
に
至
ら
な
い
こ
と
や
、
そ
の
効

果
に
懐
疑
的
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
興
味
は
あ
っ
て
も
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
人
材
・
経
費
の
面

に
お
い
て
具
体
的
に
話
が
進
ま
な
い
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
南
部
の
中
心
産

業
で
あ
る
農
業
・
漁
業
・
林
業
に
お
い
て

は
、
三
重
県
に
限
ら
ず
、
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
業
務
の
効

率
化
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ

う
し
た
産
業
で
は
、
現
状
、
従
事
者
の
経

験
に
よ
り
培
わ
れ
た
知
識
に
基
づ
く
業
務

が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
自
動
化
す
る

た
め
に
情
報
技
術
と
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン

ス
を
導
入
す
る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
て

お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
も
進
ん
で
い
る
。
例

え
ば
、
農
業
に
お
い
て
は
、
気
象
状
況

な
ど
を
考
慮
し
た
栽
培
管
理
や
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
農
作
物
の

監
視
な
ど
、
漁
業
に

お
い
て
は
、
養
殖
場

の
管
理
や
漁
の
効
率

化
な
ど
、
林
業
に
お

い
て
も
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
情
報
収
集
・
分

析
な
ど
で
あ
る
。
ま

た
、
南
部
を
中
心
と
し
た
観
光
業
に
お
い

て
は
、
自
治
体
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
支

援
と
し
て
、
観
光
案
内
の
自
動
化
へ
の
人

工
知
能
の
利
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
一
方

で
、
各
企
業
に
お
い
て
は
、
観
光
客
の
動

向
調
査
（
観
光
場
所
・
時
期
や
お
土
産
の

購
入
状
況
な
ど
）
や
意
識
調
査
な
ど
の
分

析
に
基
づ
い
て
、
よ
り
細
や
か
な
で
的
確

な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
な
ど
、
集
客
戦
略
に

デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
が
利
用
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
は

り
、
小
さ
い
経
営
規
模
で
は
、
情
報
技
術

と
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
導
入
す
る
に

は
、
意
識
・
人
材
・
経
費
の
面
で
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ

ン
ス
を
利
活
用
し
た
三
重
県
の
行
政
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
お
い
て
は
、
産
業
を
担

う
企
業
・
団
体
の
規
模
に
応
じ
て
異
な
る

方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
製
造
業
を
担
う
あ
る
程
度
規
模
の
大

き
な
企
業
で
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス

に
よ
る
問
題
解
決
を
導
入
す
る
こ
と
へ
の

優
遇
措
置
を
と
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
事
業
に
よ
り
成
果
が
で
れ
ば
、
そ
の

経
験
が
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
し
て
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
中
規
模
の
企
業
に
も
、

デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
利
活
用
を
波
及

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
規
模
の
小
さ
い
企
業
に
つ
い
て

は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
利
活
用
の

ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
モ
デ
ル
・

地
方
自
治
体
に
お
け
る

デ
ー
タ・サ
イ
エ
ン
ス
の
導
入
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ケ
ー
ス
を
多
く
用
意
し
、
企
業
へ
の
セ
ミ

ナ
ー
・
研
修
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、企
業
側
で
、デ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
導
入
の
効
果
に
対
す
る

期
待
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
も
作
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
と
同
時
に
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
・
サ
イ

エ
ン
ス
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の

単
位
で
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
配
置
し
た
窓
口
を
設
置
し
て
、
技
術
相

談
と
い
う
形
で
対
応
す
る
方
策
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
で
の
重
要
な
問
題
点
は
、
モ

デ
ル
・
ケ
ー
ス
の
確
立
と
行
政
組
織
に
お

け
る
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
配

置
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
デ
ー
タ
・
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
足
り
て
い
な
い
た

め
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
企
業
を
充
て
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
コ
ス
ト
の
問
題
・
継
続
的
な
活
性
化

の
問
題
は
残
る
。
こ
こ
で
は
、
国
策
に
も

沿
う
形
で
、
そ
の
育
成
の
仕
組
み
を
考
え

る
。
そ
の
方
策
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
て
み

る
。
ま
ず
、
育
成
の
対
象
と
し
て
大
学
生

や
行
政
職
員
を
考
え
、
企
業
の
協
力
を
得

て
、
そ
う
し
た
人
材
に
対
す
る
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
デ
ー
タ
・
サ
イ

エ
ン
ス
に
よ
る
問
題
解
決
を
実
践
す
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
単
な
る
人
材
育
成
に
と
ど
ま
ら

ず
、
受
け
入
れ
企
業
の
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
の
確
立
に
も

つ
な
が
る
。
実
際
、
三
重
県
南
部
で
は
、

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
型
政
策
協
働
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
三
重
県
を
担
う
人
材
の
登
用
と
デ
ー

タ
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る

と
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
実
践
に
参
加

す
る
育
成
対
象
へ
の
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン

ス
教
育
や
指
導
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に

は
、
企
業
や
大
学
の
講
師
に
よ
る
介
入
が

考
え
ら
れ
る
。
三
重
県
で
も
「
ビ
ッ
グ
・

デ
ー
タ
分
析
人
材
養
成
講
座
」
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
単
発
的
で
は
な

く
、
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
実
質
的

な
人
材
育
成
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
自
治
体
が
企
業
と
連
携
し
て

デ
ー
タ
を
準
備
し
、
そ
れ
に
対
し
て
デ
ー

タ
分
析
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
小
中

高
生
を
対
象
と
し
た
も
の
か
ら
、
大
学
生

以
上
を
対
象
と
し
た
も
の
な
ど
を
考
え
る

こ
と
で
、
様
々
な
層
で
、
そ
の
層
に
応
じ

た
実
践
的
な
人
材
育
成
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
こ
の
企
画
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ

ン
ス
の
普
及
お
よ
び
そ
の
導
入
の
促
進
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
自
治
体
全
体
と
し

て
デ
ー
タ
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ

う
し
た
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
創
出
さ
れ

た
デ
ー
タ
分
析
の
ア
イ
デ
ア
の
蓄
積
は
、

モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
同
様
に
、
後
の
発
展

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
の
育
成
を
人
材
確
保
に
つ
な

げ
る
道
筋
に
つ
い
て
も
詰
め
て
企
画
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
試
み
に
よ

り
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
育

成
さ
れ
（
あ
る
い
は
、
そ
の
意
識
が
育
ま

れ
れ
ば
）、
そ
の
人
材
が
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
り
、
指
導
的
立
場
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
う
し
た
試
み
で
生
じ
た
モ
デ
ル
・

ケ
ー
ス
や
デ
ー
タ
分
析
法
の
蓄
積
と
公
開

は
、
さ
ら
に
、
企
業
の
意
識
改
革
、
人
材

育
成
と
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
普
及
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
よ
い
循
環
を
生

み
出
す
。
な
お
、
こ
う
し
た
中
で
、
自
治

体
に
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
配

置
で
き
れ
ば
、
観
光
産
業
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
自
治
体
組
織
の
様
々
な
業
務
改
善
に
も

大
き
な
貢
献
が
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
述
べ
た
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、ケ
ー
ス
や
デ
ー
タ
を
扱
う
た
め
の（
部

分
的
に
）
オ
ー
プ
ン
な
環
境
構
築
へ
の
企

業
・
自
治
体
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
方
で
、
教
育
機
関
に
お
け
る
デ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
は
重
要
で
あ
り
、

部
分
的
に
は
、
行
政
が
担
う
役
割
で
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
デ
ー
タ
・
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
に
は
レ
ベ
ル
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
教
養
的
な
教
育
、
専
門
的
な

教
育
お
よ
び
高
度
に
専
門
的
な
教
育
で
あ

る
。
教
養
的
な
教
育
と
は
、
デ
ー
タ
・
リ

テ
ラ
シ
教
育
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
ー

タ
を
含
む
情
報
の
活
用
能
力
を
養
う
教
育

で
あ
り
、
こ
れ
に
は
情
報
教
育
も
含
ま
れ

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
企
業
な
ど
に
お

け
る
個
々
が
こ
う
し
た
教
育
を
受
け
て
い

れ
ば
、
課
題
の
デ
ー
タ
化
や
デ
ー
タ
か
ら

課
題
を
見
つ
け
る
な
ど
、
科
学
的
観
点
か

ら
の
効
率
化
・
改
善
が
可
能
と
な
る
。
さ

ら
に
は
、
本
格
的
な
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン

ス
導
入
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
と
の
連
携
の
窓
口
に
な
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
先
述
し
た
人
的
資
源
の

問
題
を
解
決
で
き
る
。
専
門
的
な
教
育
と

は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
実
践
で
き

る
人
材
、
ま
さ
に
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
の
育
成
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人

材
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
数
理
を

含
め
て
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
情

報
技
術
に
も
長
け
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
高
度
に
専
門
的
な
教
育
と
は
、

デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
新
し
い
方
法
を

作
り
出
し
、
こ
の
分
野
の
将
来
を
け
ん
引

す
る
人
材
で
あ
る
。
専
門
的
な
教
育
は
大

学
・
高
専
専
攻
科
レ
ベ
ル
、
高
度
に
専
門

的
な
教
育
は
大
学
院
以
上
の
レ
ベ
ル
と
な

り
、
こ
れ
ら
は
理
系
分
野
に
お
い
て
担
わ

れ
る
べ
き
教
育
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
方

で
、
教
養
的
な
教
育
は
、
高
校
生
・
大
学

生
が
教
養
レ
ベ
ル
で
受
け
る
べ
き
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
実
際
、そ
う
し
た
人
材
が
、

広
く
様
々
な
分
野
に
就
職
す
る
た
め
、
就

職
先
の
組
織
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
・
リ
テ

ラ
シ
力
を
発
揮
で
き
れ
ば
社
会
が
大
き
く

変
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
部
科

学
省
の
動
向
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
小

学
校
か
ら
の
情
報
教
育
・
統
計
教
育
は
、

現
代
社
会
に
お
け
る
実
質
的
な
教
育
と
し

て
も
重
要
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
レ
ベ
ル

の
人
材
育
成
に
お
い
て
裾
野
を
広
げ
る
役

割
を
担
う
と
い
う
意
味
で
も
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
中
高
の
教
育
現

場
、
特
に
、
小
中
の
現
場
で
は
、
情
報
教

育
・
統
計
教
育
を
実
践
で
き
る
人
材
は
非

常
に
少
な
い
。
こ
う
し
た
人
材
の
採
用
・

育
成
は
行
政
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
上
述
し
た
が
、
高
等
教
育
に

お
い
て
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
を
主
と

し
た
地
方
企
業
・
組
織
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
れ

ば
、
そ
れ
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
の
育
成
に
な
り
、
自
治
体
で
の
人
材

確
保
に
も
つ
な
が
る
。
自
治
体
は
、
こ
の

た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う
こ
と
を

考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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